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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～MGチューブ自己抜去あり、再挿入の指示あり。腹痛・水様便頻回に
　　　　　　　　　ある為、本日昼から経管栄養CZ-HIに変更となる。
・立花　圭様～シクレスト(15)1×朝で7日分処方となる。
・吉島　知寿子様～リボトリール(1)1×夕で7日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。朝食後に男性スタッフ見守りの下、洗面所にて保清行っている。飲水行動や粗暴行為無く、終了後は拒否無く入室している。余暇は自室にて臥床して過ごす。妄想様発言や過度な飲水要求無いが、スタッフ対面時無表情で声掛けにも無言。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。自室にて大声で独語しており、声掛けに「職務怠慢だ」と声高に話している。昼食後は独語落ち着くが、特定スタッフに対して「シャブ屋」と妄想様発言聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前よりドア蹴りあり、説明にも同行為繰り返している。開放中はホール内徘徊しているが、迷惑行為や飲水行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。余暇は自室にて臥床して過ごす。「身体が怠くて重くて、顔のある何かに操られてる感じ」と妄想様の発言あるが、不穏さ無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタル異常無し。介入時の拒否・抵抗は無い。点滴トラブル無く施行。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・下村　慶子様～バイタル異常無し。疼痛の訴えは持続しており、訪室時や自室前のスタッフの足音を聞き、スタッフコールや「痛ーい！」「助けてー!」等大声で叫ぶ様子見られている。朝食後薬与薬後には「昨日先生が来て、眠れない時の眠剤以外は止めていいって言ってたよ！」等訴えあり、昨日から主治医指示にてトラムセットのみ中止となった事説明するも、了解悪さあり。

・夏坂　浩美様～バイタル異常無し。血圧測定の際の圧迫時には疼痛訴えるが、自制内。
・倉橋　生子様～各食全量摂取。スムーズに内服行う。来詰しては床屋や院内歯科受診についての訴えあるが、都度説明には了解されている。同室者への干渉行為見られ、落ち着きの無い様子あり。他者トラブルは無く経過。
＜入院患者様情報＞
氏    名：寺井　恵利子様

  生年月日：昭和43年5月15日　　50歳

  病    名：人格障害、統合失調症

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Dユニット

  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：任意入院

（経緯）

　　心臓が苦しい、足がぴりぴりする、神経がひどく疲れると

　いった訴えを主訴に平成16年10月29日初診。以後、通院間隔が

　不定期となることがあるが、通院継続していた。

　平成30年6月ごろより、どうしても仕事に行きたくなく、

　職場の人に会いたくないと感じるとのことで、休職している。

　7月より復帰しているが、また仕事に行けなくなり、9月より

　退職となっている。自宅では寝たきりで過ごすことが多いが、

  自宅では折り合いの悪い母がいることで療養できていないとの

  ことで、平成30年1月15日東Dユニットへ任意入院となる。

　・家族洗濯　

